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２月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
２月のイベントカレンダー

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00～15：00
●各種証明書コン
ビニ交付開始

●年金相談（舘浦出
張所会議室）10：30
～15：00

●おはなし会（平戸図
書館おはなしのへや）
14：00～

●ひらど軽トラ市
（木引田町・宮の町
商店街）9：00～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～
●みんなdeシネマ（未来
創造館ホール）14：00～
●第23回介護関係
者研修会（たびら活
性化施設）14：00～
●天使の声　掛屋剛志
コンサート（多目的研
修センター）18：00～

●平戸市民大学第７回
講義（たびら活性化施
設）18：30～ 20：30
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永田記念図書館休

永田記念図書館休

平戸図書館休 平戸図書館休平戸図書館休 平戸図書館休 平戸図書館休

平戸図書館休

15

永田記念図書館休

●みんなdeシネマ（未来
創造館ホール）14：00～

●よろず相談会（田
平町民センター）
10：00～ 17：00

●休日のマイナンバー
カード交付窓口（平戸市
役所）８：30～ 17：00

●認知症の人と家族の
つどい（未来創造館）
13：30～ 15：00

●市民課延長窓口（平戸
市役所１階③番窓口）
17：15～ 19：00

●個別創業相談会（平
戸市役所３階小会議
室）10：00～ 16：00
●赤ちゃんおはなし
会（平戸図書館おはな
しのへや）10：30～

20 21

●北松北部クリー
ンセンター受入日
（9：00～ 12：00、
13：00～ 16：00）

●北松北部クリー
ンセンター受入日
（9：00～ 12：00、
13：00～ 16：00）

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●第48回椿まつり
（未来創造館）～ 16日

22

●消費生活相談・
定例行政相談生月
地 区（生 月 支 所）
13：00～ 15：00

●消費生活相談・定
例行政相談中部地区
（ふれあいセンター）
13：00～ 15：00

●西九州自動車道建
設促進大会（平戸文
化センター）11：00
～ 12：30

●おはなし会（平戸図
書館おはなしのへや）
14：00～

●いきつきロード
2025大会（生月支所
前）10：00 ～
●～みんなで創ろうた
びらの未来～田平まち
フェス（田平町民セン
ター）10：00 ～15：00

●平戸市地域おこし
協力隊活動報告会
（ふれあいセンター）
10：00 ～ 11：30

●インドネシアひとり旅
報告会とインドネシア船
員との交流会（生月船員
福祉会館）13：00 ～

●子泣き相撲（最教
寺奥の院）10：00 ～

●平戸市表彰式（田
平町民センター）
10：00 ～
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●若者応援相談会in平
戸（平戸文化センター）
11：00～ 16：00

26 27 28

平戸図書館
永田記念図書館

休

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

編
集
後
記

福 洋

　

年
末
に
、
子
ど
も
と
釣
り

を
し
て
い
る
と
、
隣
の
人
の
竿

が
大
き
く
曲
が
り
ま
し
た
。

ワ
ク
ワ
ク
し
て
見
て
い
る
と
大

き
な
ヒ
ラ
メ
。
こ
の
時
期
の
ヒ

ラ
メ
は
脂
が
の
っ
て
一
番
お
い

し
い
時
期
だ
そ
う
で
す
。
平
戸

市
で
は
、
３
月
16
日
ま
で
平

戸
ひ
ら
め
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
19
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
、
朝
ご
は
ん
を
食

べ
て
い
ま
す
か
？

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
チ
ャ
ー
ハ

ン
や
焼
き
そ
ば
な
ど
、
朝
か

ら
脂
っ
こ
い
も
の
ば
か
り
食
べ

て
い
ま
し
た
が
、
14
〜
15
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
る「
食
育
通

信
」を
読
み
、
し
っ
か
り
と
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
朝
ご
は

ん
で
、
生
活
を
改
善
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

▲アンケートはコチラ

広報ひらど読者アンケー
トにご協力ください。

●赤ちゃんおはなし
会（平戸図書館おはな
しのへや）10：30～

●ブックリサイクル
（未来創造館エント
ランス）～３月10日

●市民課延長窓口（平戸
市役所１階③番窓口）
17：15～ 19：00

●成年後見制度講
演会（未来創造館）
14：00～ 15：30

●市民課延長窓口（平戸
市役所１階③番窓口）
17：15～ 19：00

●市民課延長窓口（平戸
市役所１階③番窓口）
17：15～ 19：00

建国記念の日

振替休日天皇誕生日

●脳トレ教室（永田記
念図書館）10：00～

●脳トレ教室（永田記
念図書館）10：00～

●脳トレ教室（永田記
念図書館）10：00～

●脳トレ教室（永田記
念図書館）10：00～

●ハローワークin平戸
市（平戸文化センター）
10：00～ 15：00

●ハローワークin平戸
市（平戸文化センター）
10：00～ 15：00

永田記念図書館休

●Kidsジョブチャレン
ジ2025in平戸（平戸文
化センターほか）9：30
～ 16：00（～23日）●第15回ひらど美進

展（田平町民センター）
9：00～ 17：00（～23日）
※23日は16：00まで

●田平つばき物産展（た
びら活性化施設）9：00
～ 15：00（～23日）
●行政書士相談会（田平町民
センター）13：30～ 17：00

●おはなし会（平戸図書館
おはなしのへや）14：00～

●ライブラリーコンサー
ト（平戸図書館）19：00～

住民票や証明書がコンビニで交付可能に
問 市民課戸籍住民班　☎22-9123

　２月４日（火）から、マイナンバーカードを利用して
全国のコンビニエンスストアなどで、住民票の写し
などの証明書が取得できるサービスを開始します。
※コンビニ交付停止日　２月13日（木）・21日（金）
　午後５時30分～ 24日（月・祝） ▲詳細はこちら
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このコーナーでは、ものごとに熱中する市内の未成年の皆さんを紹介します。

火災救急件数

20件（31件）

1,815件（1,825件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
令和６年12月末現在令和６年12月末現在　

33件 （33件）

１人 （１人）

40人 （49人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎22-9101問

人口の動き

■総人口　27,908人（ｰ36人）

■男　性　13,308人（ｰ13人）

■女　性　14,600人（ｰ23人）

■世帯数　13,583戸（-10戸）

■平戸地区   15,946人 （ｰ15人）
　 北部地区　    9,523人　（ｰ７人）         
　  中部地区　    3,058人　（ｰ７人）
　  南部地区　    3,365人　（ｰ１人）

■生月地区     4,508人 （ｰ ４人）

■田平地区　 6,582人（ｰ11人）
■大島地区　     872人 （ｰ ６人）

令和７年１月１日現在

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

２広報ひらど

目次・小寒の平戸島を縦断・人口の動き・
交通事故件数・火災救急件数

平戸の新星

特集　「平戸島の文化的景観」国選定15周年を迎えて

平戸の大切な風景！重要文化的景観の今

特集　令和７年平戸市二十歳のつどい

特集　朝ごはんで元気な１日に！
～ひらど食育通信を発行しました～

市・県民税、国民健康保険税地区別申告日程一覧

特集　平戸の夜を彩る幻想的な光のアート

平戸ひらめまつり・平戸市地域おこし協力隊活動報告会

そうだ図書館へ行こう

まち協トピックス・平戸学講座

－地域でいきいき－通いの場 特別編・オレンジカフェ日程表

消費生活センター・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がココに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ・ＴｏｗｎＴｏｐｉｃ

ハッピーバースデー

カレンダー
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　Ｐ３
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Ｐ10～13
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Ｐ16～17
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Ｐ20
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Ｐ22

Ｐ23

Ｐ24～25

Ｐ26～30

Ｐ31

Ｐ32～33

Ｐ34

Ｐ35

Ｐ36

（　）は、前月との比較

小寒の平戸島を縦断

『中学生になっても一生懸命頑張って‼』

　バスケを始めて３年が経ち、最初は友だちと
遊びに行く感覚でしたが、次第に真剣に取り組
み、成長を感じています。最後までキャプテン
として頑張ろう！
　　　　　　　　　母　浦田　奈津美　さん

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
楽
し
く

ひ
た
む
き
に
頑
張
る
キ
ャ
プ
テ
ン

き
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
繰
り
返
し
練
習
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
練
習
で
は
周
り
に
声

を
か
け
た
り
、
後
輩
に
指
導
す
る

な
ど
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
お
り
、

今
年
は
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
平
戸
鬼
洋
蝶
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、

公
式
戦
に
は
出
場
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
生
月
地
区
の
鯛
の
花
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
や
市
外

の
チ
ー
ム
と
練
習
試
合
を
し
て
お

り
、
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
て
勝
っ
た

時
が
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
他
に
も
、

陸
上
競
技
ク
ラ
ブ「
平
戸
Ｊ
Ａ

Ｃ
」に
所
属
し
て
い
る
治
眞
く
ん

は
、
練
習
日
が
同
じ
月
曜
日
に

は
、
陸
上
の
練
習
に
参
加
し
た
後

に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
に

行
く
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
情
熱
を

注
い
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
は
見
る
の
も

大
好
き
で
、
先
日
も
長
崎
ヴ
ェ
ル

カ
の
試
合
を
観
戦
し
、「
将
来
は

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
に

な
っ
て
活
躍
し
た
い
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

平
戸
の
新
星
第
30
回

　

平
戸
中
学
校
体
育
館
で
黙
々

と
シ
ュ
ー
ト
練
習
す
る
、「
平
戸

鬼
洋
蝶
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
」の
浦
田
治
眞
く
ん
。

　

治
眞
く
ん
は
小
学
校
３
年
生
の

時
に
、
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
お
母
さ

ん
の
勧
め
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
始
め
ま
し
た
。

　

毎
週
月
・
金
曜
日
の
練
習
で

は
コ
ー
チ
の
話
を
し
っ
か
り
と
聞

浦田　治眞 さん

田平北小学校

（田平町）

うらた　　 　  はるま
６年

　そろばんも頑張っ
ており得意な教科は
算数と体育。バス
ケットボール以外で
は水泳も得意です。

うらた　  　　  なつみ

１・２_練習中
の治眞くん／３
_田平北小学校
６年生の６人
（写真上左から、
牟田航弥くん・
岡田彩暉くん・
松永和希くん・
写真下左から、
梶原颯一郎くん・
浦田治眞くん・
長島康太くん）

　１月19日、「第54回平戸縦断駅伝大会」が開
催され、一般市内の部３チーム、一般フリーの
部12チーム、高校の部８チーム、オープンの部
２チームが参加し、宮の浦～平戸文化センター
の７区間42kmで白熱したレースが繰り広げら
れました。　※入賞チームは下記のとおりです。
○一般市内の部
　▶優勝　平戸消防　▶２位　中部体育振興会
　▶３位　南部体育振興会
○一般フリーの部
　▶優勝　サセボジョガーズA　▶２位　税理士
　　法人ウィズラン　▶３位　第４施設大隊
○高校の部
　▶優勝　飯塚高校A　▶２位　創成館A
　▶３位　飯塚高校B
◯オープンの部
　▶優勝　サセボジョガーズB
　▶２位　チームごせん

１

２ ３
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私
た
ち
の
先
祖
が
住
む
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
平
戸
島
に
点
在
す
る
集
落
は
、
多
く
の
苦
労
を
伴
い
な
が
ら
切

り
開
か
れ
、
世
代
を
超
え
て
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
営
み
の
重
な
り
は
、
そ
の
地
を
何
気
な
く

通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
私
た
ち
の
目
に
留
ま
り
、
心
に
深
く
刻
ま
れ
る
景
観
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
２
月
22
日（
平
成
22
年
８
月
５
日
に
追
加
選
定
）、
こ
れ
ら
の
景
観
の
中
で
も
と
り
わ
け
重
要
な
価
値

が
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
春
日
町
、
獅
子
町
、
根
獅
子
町
、
宝
亀
町
、
飯
良
町
の
全
域
と
主
師
町
、
坊
方
町
、
下
中

野
町
、
大
石
脇
町
、
木
場
町
、
迎
紐
差
町
の
一
部
の
計
１
千
４
５
５
．
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
国
に
よ
っ
て
重
要
文
化

的
景
観「
平
戸
島
の
文
化
的
景
観
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
定
か
ら
15
年
。
こ
こ
で
は
、
重
要
文
化
的
景
観
の
一
部
や
、
守
り
伝
え
る
皆
さ
ん
の
営
み
を
紹
介
し
ま
す
。

「
平
戸
島
の
文
化
的
景
観
」国
選
定
15
周
年
を
迎
え
て

問 

文
化
交
流
課
文
化
遺
産
班　

☎
22-

９
１
４
３

平
戸
の
大
切
な
風
景 

〜
重
要
文
化
的
景
観
の
今
〜

春
日
地
区
　
〜
受
け
継
が
れ
て
き
た
棚
田
景
観
〜

魚
介
類
も
豊
富
で
漁
業
収
入
も

多
く
、
家
を
大
き
く
立
て
替
え
た

り
増
築
し
た
人
も
い
た
そ
う
で
す
。

　

狭
い
谷
間
に
広
が
る
棚
田
は
、

春
日
地
区
の
美
し
い
景
観
の
特
徴

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
決
し
て
広

い
わ
け
で
は
な
い
た
め
収
穫
量
が

少
な
く
、
複
雑
な
地
形
か
ら
手

間
も
か
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
苦
労
が
多
い
棚
田

で
し
た
が
、
生
月
島
で
売
る
焚
き

木
や
、
ワ
カ
メ
漁
、
潜
水
漁
で
の

収
入
が
多
か
っ
た
時
期
で
も
、
先

祖
か
ら
受
け
継
い
だ
特
別
な
も
の

と
し
て
大
事
に
耕
し
て
き
た
そ
う

で
す
。

　

世
界
文
化
遺
産「
長
崎
と
天
草

地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺

産
」の
構
成
資
産
に
選
定
さ
れ
た

現
在
、
11
月
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
時
期
は
、
春
日
地
区
の
美
し

い
景
観
を
見
に
来
る
人
た
ち
を
迎

え
よ
う
と
、
米
作
り
の
時
期
で
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
総
出
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
島
の
西
岸
。
安
満
岳
の

尾
根
に
囲
ま
れ
た
谷
間
に
流
れ
る

川
に
沿
っ
て
、
山
合
い
か
ら
海
辺

ま
で
連
な
る
春
日
地
区
の
棚
田
。

　

こ
の
棚
田
の
連
な
る
様
子
は
江

戸
時
代
の
絵
図
な
ど
に
も
見
ら
れ
、

世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
き

た
景
観
は
、「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」

に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

春
日
地
区
に
自
動
車
が
通
行

で
き
る
道
が
整
備
さ
れ
た
の
は
昭

和
40
年
代
で
、
昭
和
57
年
に
路

線
バ
ス
で
紐
差
ま
で
行
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
隣
の
高
越
地
区

へ
行
く
際
に
も
細
い
山
道
を
登
り

降
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
子
ど

も
た
ち
も
小
学
校
４
年
生
か
ら

は
山
道
を
通
っ
て
獅
子
の
学
校
ま

で
通
学
し
て
い
ま
し
た
。（
小
学

校
３
年
生
ま
で
は
分
校
）

　

そ
ん
な
春
日
地
区
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
で
小
さ
な
船
を
持
っ

て
い
て
、
ワ
カ
メ
漁
や
潜
水
漁
を

し
た
り
、
橋
の
な
か
っ
た
当
時
の

生
月
島
へ
商
売
や
買
い
物
に
出
て

い
ま
し
た
。
当
時
の
生
月
島
は
、

ま
き
網
漁
業
で
繫
栄
し
、
人
も

多
か
っ
た
そ
う
で
、
春
日
地
区
の

山
か
ら
焚
き
木
な
ど
を
切
り
出

し
て
生
月
島
へ
売
り
に
行
く
と
、

岸
に
着
い
た
途
端
に
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
た
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
ワ
カ
メ
や
ア
ワ
ビ
な
ど

春日地区

安満岳の参道

宝亀教会へ続く坂道

獅子のアコウ（市指定天然記念物）

木ヶ津湾に浮かぶ沖ノ島

飯良の浜

安満岳

獅子の風景

春日の棚田と夕日

豊かに実る棚田米

春日集落案内所「かたりな」
案内人の寺田賢一郎さん
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獅
子
地
区

　

〜
地
域
で
つ
く
る
伝
統
の
お
く
ん
ち
〜

　

獅
子
地
区
独
自
の
楽
し

い
作
品
展
。
10
年
以
上
続

い
て
い
ま
す
。

　

獅
子
ふ
れ
あ
い
会
館
で

は
、
お
年
寄
り
か
ら
保
育

園
の
子
ど
も
た
ち
ま
で
、

地
区
の
皆
さ
ん
が
思
い
思

い
に
作
っ
た
書
画
や
生
け

花
、
工
芸
品
な
ど
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
建
物
の
外
で
は
、

腕
自
慢
の
皆
さ
ん
の
豚
汁

作
り
、
餅
つ
き
、
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
や
焼
き
魚
の
販

売
な
ど
で
盛
り
上
が
る
、

賑
や
か
で
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
作
品
展
で
す
。

ふ
る
さ
と
作
品
展

お
ろ
く
に
ん
様

　

ひ
ら
け
た
棚
田
や
丘
の
上
の
牧

野
、
路
地
に
せ
り
出
す
石
塀
の

民
家
が
連
な
る
景
観
が
特
徴
の

獅
子
地
区
。

　

10
月
17
・
18
日
は
、
獅
子
地

区
の
若
宮
神
社
の
お
く
ん
ち
。
獅

子
地
区
の
氏
神
神
社
で
あ
る
若

宮
神
社
は
、
寛
永
２
年（
西
暦
１

６
２
５
年
）に
、
現
在
の
紐
差
の

沖
ノ
島
に
あ
る
三
輪
神
社
か
ら

神
様
を
迎
え
て
祀
っ
た
神
社
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
獅
子
村
郷
土
誌
）

　

昨
年
10
月
17
日
、
昼
過
ぎ
か

ら
神
社
で
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。
夕
方
か
ら
の
直
会
で
は
、

20
日
に
沖
ノ
島
の
三
輪
神
社
の
お

く
ん
ち
で
奉
納
し
よ
う
と
準
備
し

て
い
た
注
連
縄
に
対
し
て「
格
好

悪
い
よ
」と
の
指
摘
が
…
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も

と
、
消
防
団
な
ど
の
若
手
の
皆

さ
ん
が
１
度
ほ
ど
い
て
一
生
懸
命

に
作
り
直
し
、
完
成
の
こ
ろ
に
は

午
後
10
時
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

　

18
日
は
朝
か
ら
お
く
だ
り
。

若
宮
神
社
か
ら
神
輿
行
列
が
地

域
を
回
り
、
獅
子
ふ
れ
あ
い
会
館

に
向
か
い
ま
す
。
獅
子
ふ
れ
あ
い

会
館
で
は
、
神
輿
が
到
着
す
る

と
、
祝
詞
が
唱
え
ら
れ
ま
す
。

　

祝
詞
に
続
い
て
神
職
に
よ
る
平

戸
神
楽
で
す
。
真
剣
を
使
っ
た

「
二
剣
」な
ど
、
大
迫
力
の
舞
も

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

根
獅
子
地
区

　

〜
逆
境
を
好
機
に
変
え
た
先
人
に
思
い
を
馳
せ
て
〜

　

視
界
い
っ
ぱ
い
に
青
空
と
き
れ

い
な
海
が
広
が
る
根
獅
子
地
区
。

根
獅
子
の
浜
は
、「
日
本
の
水
浴

場
88
選
」や「
快
水
浴
場
百
選
」に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
切
支
丹
資
料
館
で
は
、

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
殉
教
地
や

16
世
紀
の
教
会
伝
承
地
な
ど
、

地
域
の
歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

見
晴
ら
し
の
良
い
棚
田
で
、
稲

を
手
刈
り
す
る
川
上
茂
次
さ
ん
。

「
農
村
風
景
は
人
間
が
勝
手
に
自

然
に
手
を
入
れ
て
作
っ
た
も
の
。

人
間
に
は
景
観
を
守
る
責
任
が

あ
る
」と
、
景
観
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
き

ま
し
た
。
景
観
を
彩
る
棚
田
に
つ

い
て
は
、「
棚
田
は
貧
困
の
証
。

　

旧
暦
８
月
26
日
は
殉
教

者「
お
ろ
く
に
ん
様
」の
命

日
と
さ
れ
、
切
支
丹
資
料

館
そ
ば
の「
大
石
脇
の
森
」

の
隣
で
は
、
か
く
れ
キ
リ

シ
タ
ン
の
信
仰
を
続
け
て

い
る
皆
さ
ん
が
、
こ
の
日

に
合
わ
せ
て
お
参
り
し
て

い
ま
す
。

　

近
年
で
は
年
に
１
度
の

顔
を
合
わ
せ
る
機
会
。

　

お
参
り
の
後
、
み
ん
な

で
持
ち
寄
っ
た
煮
し
め
な

ど
を
つ
ま
み
な
が
ら
の
直

会
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
話

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

う
し
わ
き

う
ら
ぐ
り
い
し

か
わ
か
み

う
じ
が
み

み
こ
し

の
り
と し

め
な
わ

し
げ
つ
ぐ

平
野
が
あ
る
な
ら
そ
っ
ち
の
方
が

良
い
」と
語
り
ま
す
。

　

川
上
さ
ん
の
棚
田
は
、
お
爺
さ

ん
が
山
肌
を
切
り
開
い
て
広
げ
た

も
の
。
出
て
く
る
石
を
１
つ
ず
つ

積
ん
だ
高
低
差
５
メ
ー
ト
ル
近
い

石
垣
は
、
田
面
の
下
の
裏
栗
石
で

と
て
も
頑
丈
で
す
。
こ
の
よ
う
な

先
人
た
ち
の
苦
労
の
積
み
重
ね
で

耕
作
面
積
は
広
が
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
限
界
が
あ
り
、
経
済
的

に
は
苦
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
で
は
、
厳
し
い
環
境
を
逆

手
に
と
り
、
有
機
農
法
な
ど
で

付
加
価
値
を
付
け
、
販
売
方
法

を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

獅子地区

根獅子地区

石塀の連なる風景根獅子の浜

おくだりの様子稲刈りする川上さん

川上さんの棚田からの眺め 注連縄を作り直す皆さん
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主師地区

飯良地区 沖ノ島

宝亀地区

沖
ノ
島 

三
輪
神
社

　

〜
木
々
の
声
に
耳
を
澄
ま
し
て
〜

　

木
ヶ
津
湾
に
浮
か
ぶ
沖
ノ
島
に
は
、
三

輪
神
社
と
い
う
古
社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
10
月
20
日
に
秋
季
大
祭
が
行
わ
れ
、

重
要
文
化
的
景
観
の
中
の
宝
亀
町
や
春
日

町
、
獅
子
町
、
根
獅
子
町
か
ら
も
地
区
の

代
表
者
が
参
拝
に
訪
れ
ま
す
。

　

沖
ノ
島
は
、
長
崎
県
指
定
天
然
記
念
物

「
平
戸
の
沖
の
島
の
樹
叢
」に
も
な
っ
て
お

り
、
大
祭
は
、
吹
き
抜
け
る
風
や
森
の
ざ

わ
め
き
に
朗
々
と
響
く
祝
詞
や
神
楽
が
合

わ
さ
り
荘
厳
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

宝
亀
地
区

　

〜
高
台
の
赤
レ
ン
ガ
教
会
は
地
域
の
誇
り
〜

　

平
戸
瀬
戸
を
見
下
ろ
す
高
台
に
建
つ
宝

亀
教
会
堂
。
明
治
31
年（
西
暦
１
８
９
８

年
）３
月
18
日
に
落
成
し
た
教
会
堂
で
す
。

　

入
口
の
部
分
は
レ
ン
ガ
で
で
き
て
お
り
、

ア
ー
チ
や
バ
ラ
窓
風
の
装
飾
が
配
さ
れ
る

玄
関
は
、
伝
統
的
か
つ
典
型
的
な
教
会
堂

の
形
で
す
が
、
十
字
架
の
下
、
３
連
ア
ー

チ
装
飾
の
中
央
に
あ
し
ら
わ
れ
た「
天
主

堂
」の
文
字
は
、
建
て
ら
れ
た
当
時
の
歴

主
師
地
区

　

〜
安
満
岳
を
守
り
た
い
と
祈
る
人
の
輪
〜

　

安
満
岳
は
、
地
元
で「
安
満
岳
様
」な

ど
と
呼
ば
れ
、
厚
い
信
仰
を
集
め
て
き
ま

し
た
。
山
頂
に
は
、
神
仏
習
合
の
時
代
か

ら
続
く
古
社
、
白
山
比
賣
神
社
が
佇
ん
で

い
ま
す
。
近
年
で
は
、
地
元
の
人
た
ち
の

高
齢
化
が
目
立
ち
参
拝
者
の
数
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
世
界
文
化
遺
産
の

構
成
資
産
に
な
っ
た
こ
と
で
、
文
化
財
と

し
て
の
価
値
が
見
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
道
の
脇
に
、
か
つ
て
神
社
を
守
っ
て

い
た
西
禅
寺
の
庭
の
池
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
中
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
運
営
協

議
会
で
は
、
一
部
の
人
に
し
か
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
、
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
カ
ス

ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
繁
殖
し
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
、
年
に
１
度
、
地
域
の
皆
さ

ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集
め
て
掃
除
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

作
業
の
際
は
、
安
満
岳
休
憩
所
で
休
憩

や
昼
食
を
と
り
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
で
親

睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
も
今
年
で
３
年
目
。
白
山
比

賣
神
社
の
宮
司
を
務
め
る
本
山
貢
さ
ん
は
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
活
用

し
て
人
の
輪
を
広
げ
、
世
界
遺
産
の
構
成

資
産
に
な
っ
て
い
る
文
化
財
に
も
関
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
す
。

史
を
そ
の
ま
ま
留
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

宝
亀
教
会
堂
は
、
明
治
20
年（
西
暦
１

８
８
７
年
）に
紐
差
に
着
任
し
た
マ
タ
ラ

神
父
が
、
明
治
30
年
ご
ろ
に
自
ら
指
導
監

督
し
て
建
設
に
か
か
り
、
大
型
船
で
運
び

込
ま
れ
た
重
た
い
レ
ン
ガ
や
材
木
な
ど
を
、

宝
亀
の
信
者
た
ち
が
背
負
っ
て
浜
か
ら
運

び
ま
し
た
。

　

な
お
こ
の
建
設
工
事
に
は
、
紐
差
の
信

者
た
ち
も
協
力
し
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
教
会
堂
を
美
し
く
装
飾
す
る
漆

喰
は
、
住
民
が
総
出
で
貝
殻
を
拾
い
集
め

て
焼
く
な
ど
、
地
域
の
み
ん
な
で
協
力
し

合
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
た
ち
の
手
作
り
で
建
て
ら
れ

た
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
教
会
堂
は
、
宝
亀

の
景
観
の
象
徴
的
存
在
で
す
。

飯
良
地
区

　

〜
子
ど
も
た
ち
の
懐
か
し
の
場
所
を
活
か
し
て
〜

　

美
し
い
砂
浜
に
吹
き
付
け
る
強
い
風
か

ら
家
を
守
る
た
め
、
石
積
み
や
防
風
林
に

囲
ま
れ
た
、
風
情
溢
れ
る
飯
良
地
区
。

　

か
つ
て
は
数
軒
の
店
も
あ
っ
た
目
抜
き

通
り
に
住
む
冨
村
ま
ゆ
み
さ
ん
。
飯
良
地

区
が
賑
や
か
だ
っ
た
こ
ろ
、
２
階
建
て
家

屋
の
１
階
で
は
雑
貨
屋
を
、
２
階
で
は
そ

ろ
ば
ん
教
室
を
家
族
が
営
ん
で
い
ま
し
た
。

夕
方
、
そ
ろ
ば
ん
教
室
が
始
ま
る
前
に
は
、

と
み
む
ら

し
ら
や
ま
ひ
め

さ
い
ぜ
ん
じ

も
と
や
ま
み
つ
ぐ

子
ど
も
た
ち
が
お
菓
子
を
買
い
、
友
達
と

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
昼
間
は
、

大
人
の
た
ま
り
場
で
、
買
い
物
つ
い
で
に

世
間
話
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
冨
村
さ

ん
の
お
母
さ
ん
も
お
し
ゃ
べ
り
に
加
わ
っ

た
り
、
字
の
読
め
な
い
買
い
物
客
に
、
生

活
に
か
か
わ
る
情
報
な
ど
を
代
わ
り
に
読

ん
で
あ
げ
た
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

今
で
は
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
み
、
店

に
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
な
く
、
大
人
の
買

い
物
客
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
冨
村

さ
ん
は
、
飯
良
地
区
に
恩
返
し
で
き
た
ら

と
、
重
要
文
化
的
景
観
の
修
理
修
景
事
業

で
建
物
を
修
理
し
、
可
能
な
日
だ
け
営
業

す
る
形
で
店
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
カ
ラ
オ
ケ
を
置
い
た
り
し
て
、

地
区
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
る
場
所

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

宝亀教会

教会の丘から眺める宝亀地区

宝亀漁港

三輪神社の鳥居

池の清掃活動

清掃前のお祓い

お店を営む冨村さん

かつてのそろばん塾とお店

安満岳山頂からの眺め

防風林の連なる小径

広報ひらど 令和７年２月号 8Hirado City Public Relations,2025.29



　

私
た
ち
が
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
ろ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
思
い

描
い
て
い
た
高
校
生
活
を
送
れ
ず
悔
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
20
年
間
を

思
い
返
す
と
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
が
蘇

り
ま
す
。
こ
れ
は
色
々
な
方
に
支
え
ら
れ

て
き
た
か
ら
で
す
。
20
歳
と
い
う
節
目
に
、

支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
え
る
側
に
変
わ
れ

る
よ
う
精
一
杯
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
今
、
陸
上
自
衛
隊
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
台
湾
有
事
の
懸
念
な
ど
、
日
本
を

と
り
ま
く
情
勢
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

平
和
な
日
本
を
守
る
た
め
、
日
々
訓
練
に

励
ん
で
い
ま
す
。「
国
防
に
興
味
が
あ
る
」

と
い
う
方
が
い
た
ら
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

　

今
ま
で
支
え
ら
れ
て
き
た
私
た
ち
が
、

仕
事
に
誇
り
と
責
任
感
を
を
持
ち
、
励
む

こ
と
が
、
最
大
の
恩
返
し
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
と
い
う
日
を
胸
に
刻
み
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
新
成
人
と
し
て
自
覚
の

あ
る
行
動
を
し
て
行
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

新
成
人
を
迎
え
る
今
の
心
境
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
私
は
５
歳
の
こ
ろ
に
父
を

亡
く
し
ま
し
た
が
、
そ
の
悲
し
み
の
中
で

も
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
母
や
兄
弟
、

祖
母
や
地
域
の
方
々
、
ま
た
先
生
方
に
感

謝
の
気
持
ち
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
平
戸
中
学
校
を
卒
業
後
、
佐
世
保

北
高
校
に
進
学
し
、
受
験
勉
強
に
励
む
中

で
放
送
部
と
し
て
週
に
６
回
活
動
し
、
全

国
大
会
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
学
習
院
大
学
に
通
い
、
法
律
関

係
の
仕
事
に
就
職
す
る
た
め
勉
学
に
励
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
大
学
で
は
、
天
皇
陛
下

の
皇
女
で
あ
る
敬
宮
愛
子
さ
ま
と
接
す
る

貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
く
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
出
会
い
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
、
社
会
人
や
学
生
と
し
て

各
々
の
道
へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
日
本
を
担
う
人
物
と
し
て
成
長
し
、

新
た
な
世
代
を
育
て
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

平
戸
の
歴
史
あ
る
大
地
と
心
温
か
い

人
々
に
感
謝
し
、
人
生
を
力
強
く
歩
む
こ

と
を
誓
い
、
代
表
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

橋口 優音 さん（南部地区）
はしぐち　ゆうと いわなが     あみ

岩永 愛美 さん（平戸地区）

令和７年 は　　　た　　　ち

平戸市二十歳のつどい

　１月３日、平戸文化センターで「令和７年平戸市二十歳のつどい」が開催されました。今年度20歳を迎える対象者

260人のうち、鮮やかな着物やスーツを身にまとった211人が出席。友人や恩師との久しぶりの再会を喜び合いました。

代
表
あ
い
さ
つ

（
抜
粋
）

代
表
あ
い
さ
つ

（
抜
粋
）

問 生涯学習課生涯学習推進班　☎22-9214
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平戸中学校区大島中学校区 野子中学校区

生月中学校区

田平中学校区 中部中学校区

中野中学校区

南部中学校区

度島中学校区
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～ひらど食育通信を発行しました～

問 健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125

　平戸市では、市民一人ひとりが年齢に応じた食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることを目指し、
市内関係団体と協力し「健康寿命の延伸につながる食育の推進」に取り組んでいます。食習慣の中でも「朝ごはん」は、
１日の始まりを気持ちよくスタートさせる大切な役割を持っています。今回、朝食の摂取率向上に向けて簡単に作る
ことができる朝ごはんレシピを掲載した食育通信を発行しました。平戸市内の食に関する関係団体および各公民館に
設置していますので、ぜひ手に取りご覧ください。

　「簡単にできる朝ごはんのレシピを知りたい」という皆さんのために、「かんたん朝ごはんレシピコンテスト」を開催

したところ、全体で691人から応募があり、10部門で優秀賞作品が選ばれました。

　簡単に作ることができ、アイデアあふれる応募作品の中から一部を紹介します。

かんたん朝ごはんレシピコンテスト 優秀賞受賞者

　バランスのよい朝ごはんを食べることで、寝てい
る間に下がっている体温が上がり、活動モードに切
り替わります。

すりみのみそしる ひらどん「卵雑炊」 マグカップオムライス

平戸のあまいしょうゆを
使った野菜マリネ

食欲わくわく
平戸しょうゆ香ばしおにぎり

夏を元気に
ぐだくさんみそしる

平戸ロマンとベーコンのいため物 平戸産じゃがいものガレット ◀入選作品一覧

朝ごはんの役割①　体温を上げる

　25時間周期で動いている体内時計は、朝ごはん
を食べて、日光を浴びることで、24時間にリセット
されます。

朝ごはんの役割②　体内時計のリセット

　エネルギー切れの体に、朝ごはんを食べることで
栄養補給することができます。エネルギーがないと、
体は十分に活動することが出来ません。

朝ごはんの役割③　体のエネルギー補給

　朝は腸が動きやすく、毎朝決まった時間に朝ごは
んを食べると、排便（うんち）のリズムを整えること
につながります。

朝ごはんの役割④　排便（うんち）のリズムを整える

朝ごはんで元気な１日に！

朝ごはんを食べないと・・・
▶疲れやすい　▶太りやすい　▶集中力が続かない　▶ケガをしやすい　▶生活習慣病のリスクを高める
などのリスクがあり、元気な１日を過ごすことができません。
　また、砂糖の量が多い菓子パンや、飲み物だけの朝ごはんでは、腹持ちが悪く、10時くらいになると集中力
がなくなります。そのため、せっかく朝ごはんを食べても、朝ごはん抜きと同じようにイライラしやすくなります。

朝ごはん
－Breakfast－

野菜ゴロゴロ豚汁
材料（２人分）

北松農業高等学校　針尾　咲生さん

レシピ
-Recipe-

①しいたけはうす切りにし、にんじんと大根はいちょう切りにする。こんにゃくはうす切り、豆腐は一口大にする。

②ごぼうはささがき、さつまいもは５mm幅のいちょう切りにし、数分間水にさらす。

③鍋に油を入れ、豚肉を炒め、火の通りにくいさつまいも、にんじん、大根を加える。

④油が全体に回ったら、しいたけ、ごぼう、こんにゃくを加えて、サッと炒める。

⑤水とだしの素を加え、煮立ったらアクを取り、蓋をして10分煮る。

⑥豆腐を加え、お玉にみそを入れ、汁で溶きのばして加える。

●　しいたけ　２枚
●　にんじん　30g
●　大根　30g
●　こんにゃく　30g
●　豆腐　100g
●　ごぼう　20g
●　さつまいも　1/2個
●　豚肉　30g
●　だしの素　小さじ1
●　水　400ｍｌ
●　みそ　大さじ1・1/2

かまぴら

高校生
ごはん・パン部門　満潮　佳乃 さん（北松農業高）

しるもの部門　針尾　咲生 さん（北松農業高）

おかず部門　野上　亜澄 さん（北松農業高）
中学生
ごはん・パン部門　早田　みゆ さん（生月中）

しるもの部門　神田　愛実 さん（中野中）

おかず部門　久豊　結月 さん（平戸中）
小学生
低学年おかず部門　脇阪　こなつ さん（田平南小）

高学年ごはん・パン部門　松永　明日華 さん（山田小）

高学年しるもの部門　栁本　鼓太朗 さん（平戸小）

高学年おかず部門　垣添　将吾 さん（山田小）
1_表彰式の写真（出席者のみ）
／ 2・3_選定の様子

1

2

3

みつしお　　　かの

はりお　　　   さき

のがみ　　　 あすみ

そうだ

わきさか

こうだ　　　 まなみ

ひさとよ　　   ゆづき

まつなが　　　  あすか

かきぞえ　　しょうご

やなぎもと　　   こたろう
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▶指定された入場時間にご入場ください。（混雑時は、
　お待ちいただく場合があります）
▶税務署の駐車場は混雑しますので、公共交通機関
　や周辺の有料駐車場をご利用ください。
▶入場時、入場券またはLINE画面をご提示ください。
※自宅からスマートフォンで確定申告書の作成がで
　きます。ぜひ、便利なスマホ申告を活用ください。

●混雑を避けるために、指定された日での申告をお願いします。例年、午前中の来場者が多い傾向がありま
　すので、可能な人は午後からの来場をお願いします。
●期間中、申告受付の担当職員は各受付会場に出向くため、市役所税務課窓口での申告受付はできません。
●申告書には、マイナンバーを記載して提出するほか、本人確認書類としてマイナンバーカードや運転免許
　証などの本人であることを確認できる書類の提示が必要となります。

令和６年分の確定申告について

２月17日（月）～３月17日（月）　午前９時～午後４時（土・日・祝日を除く）と　き

平戸税務署　１階　確定申告会場ところ

申告期限および納付期限

所得税および復興特別所得税・贈与税
３月17日（月）　口座振替の場合の振替日４月23日（水）
※贈与税は口座振替はありません。

個人事業者の消費税および地方消費税
３月31日（月）　口座振替の場合の振替日４月30日（水）

受 付 地 区 時　　間 受付会場

9：30 ～ 15：00 度島ふれあい交流会館

受付日

度島浦・度島中部・度島三免２月10日（月）

度島地区

中部地区

紐差第１～４・迎紐差・木場・田崎・神鳥・宝亀第１～４

春日・高越・獅子第１～４・根獅子第１～４・飯良第１～２

木ヶ津第１～４・朶の原・大川原・赤松・草積・深川・石原田・大石脇

9：00～ 16：00
平戸市ふれあい
センター

２月19日（水）

２月20日（木）

２月21日（金）

受 付 地 区 時　　間 受付会場受付日

市・県民税
国民健康保険税 地区別申告日程一覧
　税務署の申告案内ハガキが届いている人(前年確定申告した人など)には、平戸市からの申告案内を送付して
いません。市から案内が届いていない人で、申告の必要があるか不明な場合は、広報ひらど１月号の13ページ「申
告が必要なのはどんな人？」を確認するか、お問い合わせください。
　また、各地区の出張受付と併せて、郵送での申告も受け付けます。 問 税務課住民税班　☎22-9116

○郵送先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　平戸市役所税務課住民税班　宛

問 平戸税務署　☎23-2131

全地区
○受付日時　３月13日（木）～ 17日（月）９：00～ 16：00（平日のみ）　○受付会場　平戸市役所３階会議室

各地区の指定した日程で申告できなかった人は、下記の日程で申告を受け付けます。

生月地区

２月25日（火）

２月26日（水）

２月27日（木）

２月28日（金）

白山・恵比須・浦中・正前・宮田・里浜
森・竹崎・大久保・御崎・堺目・上堺目
元触・里・正和・山田・日草
舘浦第1～５

生月中央公民館
（生月支所２階）

受 付 地 区 受付会場受付日

9：00 ～ 16：00

時　　間

田平地区

３月３日（月）

３月４日（火）

３月５日（水）

３月６日（木）

日の浦・野田・永久保・大崎・釜田・大久保・山内・平戸口・坊田
永田・小手田・米の内・東荻田・西荻田・南荻田
下寺・生向・外目・以善・万場・田代・古梶・深月・下里
上里・岳崎・福崎・小崎・上亀・下亀

たびら活性化施設
(田平支所横）

受 付 地 区 受付会場受付日

9：00 ～ 16：00

時　　間

大島地区

２月13日（木）

２月14日（金）

東神浦・西神浦・大根坂・的山浦

前平・西宇戸・的山在

大島村公民館
（大島支所２階）

受 付 地 区
９：30～ 15：30

９：30～ 15：00

時　　間 受付会場受付日

南部地区

上中津良・下中津良・敷佐・猪渡谷・堤
神船・津吉中央・津吉元・中山・鮎川・大佐志・田代
神上・前津吉浦・前津吉浜・船木・早福・大志々伎・志々伎浦・
志々伎岡・肥・船越・向月・野子・宮の浦・高島

9：00～ 16：00
多目的研修センター

大集会室

２月17日（月）

２月18日（火）

受　付　地　区 時　　間 受付会場受付日

３月７日（金）

３月10日（月）

３月11日（火）

３月12日（水）

大山・川内在・川内浦・中野大久保・水垂・山中・坊方・主師・
山野白石・下中野・古江・大瀬
亀岡・清水川・白浜・稗田・中の崎・下大垣・上大垣・明の川内・
高麗町・戸石川・杉山
大野・木引・赤坂・後平・薄香越・西の久保・梅崎・薄香浦・
田原崎・小川・大久保・中の原
幸の浦・田の浦・曲り・潮の浦・神崎・田助在・田助浦・油水・新町・
職人町・魚の棚町・紺屋町・木引田町・築地町・宮の町・浦の町・崎方町

9：00～ 16：00
平戸市役所
３階会議室

北部地区
受 付 地 区 時　　間 受付会場受付日

①源泉徴収票などの確定申告書作成に必要な書類
②マイナンバーカード
③マイナンバーカード発行時に設定したパスワード
　▶利用者証明用電子証明書(数字４桁)
　▶署名用電子証明書(英数字６文字以上16文字以下)
④マイナポータルアプリ

入場整理券

国税庁LINE
公式アカウント

　会場の混雑緩和のため、「入場整理券」が必要で
す。整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお
願いする場合があります。
○入場整理券の取得方法
　▶確定申告会場での当日配付
　▶LINEアプリでの事前発行
　（希望日の10日前から発行できます）

申告相談受付日（不動産の売却などの譲渡所得や贈与税の申告について）
▶２月18日(火)・19日(水)・25日(火)・26日(水)
▶３月４日(火)・５日(水)・11日(火)・12日(水)

※左記日程以外は、譲渡所得・
　贈与税の担当者が申告会場
　に従事していません。

必要なもの

　※電話や窓口での事前発行は行いません。
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４

平戸市
地域おこし協力隊活動報告会

問 企画課移住・定住政策班　☎22-9105

　それぞれの目標に向かって活動している地域おこし協
力隊の活動を広く皆さんに知ってもらうため、現役隊員
４人の報告会を開催します。

平戸市ホームページに活動報告を掲
載しています。ぜひご覧ください。▶

問 人事課秘書広報班　☎22-9102

　今年も平戸市内のさまざまな場所が、イルミネーションで飾り付
けられましたので、ご紹介します。

１_上神崎教会（田助町）／２_さくらばば公園（戸石川町）／３_
紐差スマイルガーデン（紐差町）／４_みるく公園（鮎川町）／５_
福良漁港運動公園（野子町）／６_的山桟橋（大島村）／７_大吉通
り（新町）／８_田平公園（田平町）／ 9_宝亀教会（宝亀町）／ 10_
本村港（度島町）／ 11_ＪＲＥ平戸生月風力発電所（生月町）／ 12_
御崎バス停横児童遊園（生月町）／ 13_平戸城（岩の上町）

１

５ ６

２

９８７

10２月16日（日）
午前10時～午前11時30分
（午前９時30分開場）

と　き

 　どなたでも参加できますので、ぜひお越しください。
　駐車場は台数に限りがありますので、なるべく乗り合
わせてご来場ください。また、指定された駐車スペース
以外への駐車はご遠慮ください。

ところ 平戸市ふれあいセンター
入場料 無料

中部地区  齊藤  三花  隊員 田平地区  古家  のぞみ  隊員

中野地区  園田  美貴  隊員 北部地区  川上  凜  隊員

３

13

12

11

　平戸の豊かな海で育った新鮮なヒラメを宿泊施設や
飲食店で味わえる、恒例の人気イベントを今年も開催し
ています。
　この時期のヒラメは「寒ビラメ」とも呼ばれ、産卵前で
脂がのって１番おいしい時期です。ぜひご堪能ください。

と　き ～３月16日（日）
ところ 平戸市内の宿泊施設・飲食店

問 観光課観光振興班　☎22-9140

詳しくはホームページをご確認ください▶
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問 文化交流課文化遺産班　☎22-9143vol.２

　平戸島南部の志々伎山は、その特徴的な山容から
古くより海上交通の道標として崇拝の対象だったと考
えられています。
　志自岐神社は、志々伎山頂の上宮、中腹の中宮
（古中宮）、山麓（宮之浦）の辺津宮（地の宮）、湾内
の小島の沖津宮（沖の宮）の4社からなります。
　さらに905年（延喜5）に編纂された「延喜式　神
明帳」に記載されている由緒ある「式内社」です。神
功皇后の三韓征討に従軍した十城別王を祭神として
います。
　中世には神宮寺として円満寺も成立しており、平戸
領主の崇拝もあり、安満岳とともに平戸を代表する
寺院勢力の中心でもありました。
　江戸時代には安満岳とともに藩主による参詣が行
われました。

志自岐神社　

　平戸市の自然や文化、歴史的遺産の魅力を紹介

平戸学講座

※掲載しているイベントの開催については、変更となる場合があります。

企画課地域振興班　☎22-9105問

まち協トピックス ２月のイベント情報などをピックアップ
２月のまち協の取り組みにご注目ください！

ホームページ インスタグラム YouTube

平戸学オンライン

じょうぐう

志自岐神社古中宮

本
は
、
市
内
の
図
書
館
・
図
書
室
ど
こ
で
も
貸
出
・
返
却
で
き
ま
す
。

そ
う
だ

 
図
書
館
へ
行
こ
う

刊
新
の
め
す
す
お

http://www.hirado-lib.jp
スマートフォンなどから二
次元コードを読み込んで簡
単にアクセスできます。

『おおなわ跳びません』
作／赤羽じゅんこ
絵／マコカワイ
出版社／静山社

『おとなの大ピンチ図鑑
　おしごと編』
編／おとなの大ピンチ研究会
出版社／主婦と生活社

『雫』
著／寺地はるな
出版社／ＮＨＫ出版

『ふしぎなはこ』
ぶん／イザベッラ・パリア
え／パオロ・プロイエッティ
やく／おがわひとみ
出版社／評論社

年に一度の全校行事、おおな
わ大会が１カ月後にせまる中、
左足が少し悪い双葉が「出な
い」と宣言！結果が大事なの
か、みんな一緒は押しつけな
のか？勝ったクラスにはトロ
フィーが渡されるこの大会。
５年２組がめざす成功とは…。

『ライオンのくにのネズミ』
作／さかとくみ雪
出版社／中央公論新社

ライオンのくにに引っ越した
ネズミの家族。使う言葉も習
慣も体の大きさも違い、怖
がって逃げてばかりいるネズ
ミ。一緒に遊びたいのに避け
られてしまうライオン。世界
は、ちょっとの勇気と言葉で
変わるかもしれない。

中学の卒業制作で知り合った
４人の同級生たち。30年後、
ビルの取り壊しに伴って一つ
のジュエリーリフォーム会社が
経営を終えるとき、４人は再
会します。日々のささやかな出
来事が重なり合って紡ぎだす、
つながりと再生の物語です。

仕事でやらかした、あんな失敗、
こんな失敗。大惨事もいつの日
にか必ず笑い話になります。み
んなの大ピンチにクスッと笑っ
て明日への活力にできる、そん
な一冊です。各ピンチには最後
に判定が・・・。セーフなのか
アウトなのか気になりますね。

『人魚が逃げた』

「僕の人魚がいなくなってしまっ
て・・・逃げたんだ。この場所に。」と「王
子」と名乗る謎の青年は銀座の街を
さまよい歩きながら語ります。「人魚
騒動」の裏では５人の男女がそれぞ
れの節目を迎えます。銀座を訪れた
５人を待つ運命とは。そして、「王子」
と人魚は再会できるのでしょうか？

森のまんなかに箱がひとつ。どう
ぶつたちは箱のなかにいるだれか
さんに「出ておいで」と呼びかけます。
でもはずかしがりやのだれかさんは
なかなか出てくることができません。
森のどうぶつたちのやさしい呼びか
けにこたえてくれるでしょうか？

図書館ホームページ

各図書館・図書室連絡先

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

会　場 開 催 時 間主 な イ ベ ン ト
おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（未来創造館ホール）
『ドーナツキング』(アメリカ：99分)

ライブラリーコンサート（平戸図書館）
■今月の出演は、「フルートアンサンブル シュエ
ット」のみなさんです。（予定）どうぞお楽しみに。

おはなし会（永田記念図書館）

脳トレ教室（永田記念図書館）
永田記念図書館

今月の休館日　平戸図書館：蔵書点検 １月27日（月）～２月７日（金）
　　　　　　　永田記念図書館：４日（火）・11日（火・祝）・18日（火）・23日（日・祝）・25日（火）

図書館のイベント情報

平戸図書館

著／青山美智子
出版社／ＰＨＰ研究所

9日（日）・16日（日）・23日（日・祝）午後２時～

12日（水）・26日（水）  午前10時30分～

８日（土）・20日（木）　午後２時～

15日（土） 午後７時～

毎週土曜　午後2時～

毎週月曜　午前10時～

※随時変更すること
　があります。

　スタンプラリーやフォト展示、フードコーナー、ドローン、非常食体験などがあり
ます。「たびらの未来」について、みんなでできるまちづくりは何かを一緒に考えてみ
ませんか。皆さんのご参加お待ちしています。（入場無料）

◆～みんなで創ろうたびらの未来～田平まちフェス

田平まちづくり協議会　☎29-9008

田平町民センターところ

２月９日（日）午前10時～午後３時と　き

◆インドネシアひとり旅報告会とインドネシア船員との交流会

NPO法人山田・舘浦地区まちづくり運営協議会　☎53-1550

　祖国インドネシアから日本で働いている20歳前後の船員たちと一緒に、インドネ
シアのお菓子やお茶、手作りのお菓子を食べながら、インドネシアをひとり旅した中
浦光彦氏の珍道記を楽しみます。
　また、日本で頑張っているインドネシア船員の様子を、遠く離れた家族へ伝える
ライブ中継も計画中です。どなたでも参加できます。（入場無料）

生月船員福祉会館ところ２月14日（金）午後１時30分～と　き

えんぎしき

ちゅうぐう

へつのみや

おきつみや

しん

めいちょう しきないしゃ

さんかんせいと とおきわけのみこと
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国際交流員
の日記

－地域でいきいき－通いの場
問 長寿介護課高齢者支援班（地域包括支援センター）　☎22-9133

　１月17日に平戸文化センターで、ながさき県民大学連携講座「生涯現役応援セミナー」と「住民主体の通いの場
交流会」を共同で開催し、約200人が参加しました。
　参加者全員で、(株)eエクササイズ（松浦亜紀子代表）が普及・啓発に取り組んでいる筋力運動を実践したほか、
特徴的な取り組みを実践する団体の事例発表などを通じて、健康づくりや介護予防の大切さについて学びました。
　また、全ての団体設立に尽力した、平戸市介護予防インストラクターの小北ゆり子さんに感謝状を贈呈し、平
成26年から活動を継続している３団体に記念品を送りました。

「生涯現役応援セミナー」×「住民主体の通いの場交流会」

特別編

　平戸市内各地域でオレンジカフェを開設しています。内容は、脳トレ、認知症予防講話、情報交換、茶話会、
専門職相談など、事業所ごとに異なります。参加する際は、下表の連絡先に事前にご連絡ください。

２月のオレンジカフェ日程表

認知症予防カフェ
「とかじん」
介護予防カフェ
「毎快Dｅカフェ」
介護予防カフェ
「よろうで喫茶」
認知症予防カフェ
「およりよ」

認カフェ
「いなほ」
介護予防カフェ
「ゆ～らり」
介護予防カフェ
「ふれあいカフェ」
介護予防カフェ
「ニコニコ」

デイサービスセンターとかじん
（岩の上町）

ホープドリーム
（職人町）

和く話く交流館
（生月町）
生月高齢者生活福祉センター
（生月町）
大島高齢者生活福祉センター
（大島村）
平戸市福祉保健センター
（田平町）

木引田介護スクエア内
（木引田町）
平戸市社会福祉センター
（岩の上町）

デイサービスセンターとかじん
（☎23-3388）

地域包括支援センター
（☎22-9132）

いなほグループ
（☎53-3012）
平戸市社会福祉協議会生月支所
（☎53-2615）
平戸市社会福祉協議会大島支所
（☎55-2100）
平戸市社会福祉協議会田平支所
（☎57-2223）

リハビリ特化型通所介護毎快
（☎22-7154）
平戸市社会福祉協議会
（☎22-2180）

２月23日（日・祝）
10：00～ 12：00
２月８日（土）
９：00～ 11：00
２月18日（火）
10：15～ 12：00
２月22日（土）
10：00～ 11：30

介護予防カフェ
「えつなん」

平戸荘デイサービスセンター
（紐差町）

代表　濱田
（☎090-3850-8153）

２月９日（日）
10：00～ 11：30
連絡先へお尋ねくだ
さい。
２月19日（水）
10：30～ 12：00
２月13日（木）
14：00～ 16：00
２月６日（木）
13：30～ 15：00

介護予防
「ふれあいカフェ」

南地区交流センター
（田平町）

田平まちづくり協議会
（☎29-9008）

２月19日（水）
10：00～ 11：30

と　き ところ 連絡先名　称

※参加料がかかる場合があります。
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文化交流課交流推進班　☎22-9143

国際交流員
ジョセフィネ
・スミット

（オランダ出身）

市民課消費生活センター　☎22-9122問

「消費生活センター」から身近な情報をお届け
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センター

●●＠●●
▼●◆■● ▲▲＠▲▲

◆▼●●■

１_感謝状を受け取る小北ゆり子さん／２_パネルディスカッショ
ンで事例発表する皆さん／３～５_10年間継続して活動している
３団体（３_上大垣のばそう会／４_たくしま大楽／５_職人町すこ
やかサロン／６_参加者全員でのがんばろうコール

１

６

４３

２

５

提供：松浦史料博物館

▶
松
浦
家
第
34
代
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浦
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静
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ダ
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籍
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名
を
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ダ
語
で
書
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た
も
の
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HPVワクチンキャッチアップ接種の公費負担期間が延長

子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。

特定健診やがん検診などの日程は、対象者に配布予定の「平戸市健（検）診日程表」をご覧ください。

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

53-1759

53-0496

22-9206

57-0789

27-0475

27-1084

27-0333

27-0222

57-1943

22-2244

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

よちよちクラブ

めばえ広場

いきつきげんきっこ広場

やよいプレイランド

中津良保育所

堤保育園

小鳩こども園

津吉保育所

トコトコ

あいちゃん広場

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園認定こども園）

（大島：大島村保育所）

（生月：山田児童館）

（生月：認定こども園めばえ）

（生月：生月こども園）

（田平：やよい幼稚園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩こども園）

（南部：津吉保育所）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：しおかこども園）

（北部：みのりこども園）

連絡先施設名

今月の
特ダネ

TCHについて

問 健康ほけん課健康づくり班　☎22-9125

　子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウイルス感染を予防するためのワクチンがＨＰＶワクチンです。
　このワクチンは、対象年齢でＨＰＶワクチン接種の機会を逃した人のために、令和４年度～６年度は自己負担
無料(全額公費負担)で接種できるキャッチアップ接種を行っています。
　期間中にHPVワクチンの接種を希望しても受けられなかった人がいる現状を踏まえ、次のいずれかに該当す
る人は、キャッチアップ接種ができる期間が延長されました。
○対象者　①キャッチアップ接種対象者（平成９年４月２日～平成20年４月１日生まれの女性）のうち、令和７
　　　　　　年３月末までに１回以上HPVワクチンを接種した人
　　　　　②平成20年４月２日～平成21年４月１日生まれの女性で、令和７年３月末までに１回以上HPVワ
　　　　　　クチンを接種した人
○接種可能な期間　～令和８年３月31日（火）

　TCHとは、「Tooth Contacting Habit（歯列接触癖）」の略で、上下の歯が常に触れている状態・習
慣をいいます。本来は上下の歯が２～３ミリ離れているのが理想の状態です。食事や会話などの機能
時に歯は接触しますが、通常上下の歯が接触しているのは、１日のうち10～ 12分程度しかないこと
もわかっています。TCHは、歯ぎしりや噛みしめのように強い力はかかりませんが、歯を接触させる
ために、顎周辺の筋肉はずっと収縮した状態が続いています。軽い力のため、自覚しないまま２～３
時間続けてしまうケースも多くあります。そうすると、顎周辺の毛細血管はギュッと筋肉に押しつぶ
された状態が続き、筋痛などの痛みをはじめ、さまざまな不調を引き起こしてしまうのです。
　主な不調として顎関節症があり、その６割がTCHの傾向があるという調査結果があります。また、
歯を支える非常に繊細な歯根膜が、押され続けることで貧血状態になってしまうので、噛み合わせの
違和感や知覚過敏などの感覚異常を引き起こすことがあります。

　他にも、歯周病を悪化させてしまうケースや、入れ歯を支える粘膜
が常に押されて痛みの原因になることもあります。
　改善策として、仕事や家事の合間など、歯が接触していると気がつ
いた時に積極的に深呼吸をしてみましょう。深く息を吸い込むと自然
と身体が伸びて、歯と歯の間にすき間が生まれます。これが理想の状
態です。新しい習慣を身につける時に重要なのは“繰り返し”です。
深呼吸を繰り返すことで、理想の状態を身体が記憶していきます。
　また、付箋や紙などに「リラックス」「歯と歯にすき間」などの言葉を書いて、普段目につく場所にた
くさん貼り、見るたびに状態をチェックして、歯が接触しているようなら離すという行動を繰り返す
方法もあります。さらに、そのときに合わせて深呼吸してみてください。何度も見ているうちに見慣
れてしまうので、「貼り紙法」は長期間よりも短期間・集中的に行うと効果的です。
　今年は、深呼吸を新しい習慣として取り入れてみてはどうでしょうか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北松歯科医師会

問 こども未来課母子保健班　☎22-9136

２月の休日当番医（診療時間：午前９時～午後５時）

住　所 連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問

２月２日（日）

２月９日（日）

２月11日（火・祝）

２月16日（日）

２月23日（日・祝）

２月24日（月・祝）

ごとう耳鼻咽喉科医院

青洲会病院

柿添病院

谷川病院

青洲会病院

柿添病院

平戸市戸石川町964番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免400番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

22-4377

57-2155

23-2151

57-0045

57-2155

23-2151

いざというとき

●救急医療電話相談
　☎＃7119

急な病気やケガで救急車を呼
ぶ？病院に行く？迷ったら

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　※土日祝日は24時間対応
　☎＃8000 または
　☎095-822-3308

母乳育児相談支援育妊 妊婦健康相談乳 乳児健診 母子健康相談母３３歳児健診１１歳６カ月児健診 パ パパ・ママ教室

ところ 種類および受付時間日にち

２月の各種相談および赤ちゃんの健診など

平戸文化センター

平戸市福祉保健センター（田平）

平戸文化センター

生月町中央公民館

平戸文化センター

２月５日（水）

２月15日（土）

２月20日（木）

２月27日（木）

２月28日（金）

問 こども未来課母子保健班　☎22-9136

パ

乳

１

乳

３ 12:30～12:45

12:45～13:00

12:45～13:15

12:45～13:00　　　　　　12:30～12:45

12:30～12:45

３１
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Hirado  InformationHirado  Information

■中部出張所　☎22-9180　■南部出張所　☎22-9190　■舘浦出張所　☎22-9204　■度島連絡所　☎22-9176
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎22-9200　■田平支所　☎22-9210　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

　

卓
球
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ

　

ニ
ス
・
水
泳
・
ボ
ウ
リ
ン
グ 

　

※
１
人
１
種
目

○
対
象
者　

次
の
①
〜
③
全
て

　

に
該
当
す
る
人

　

①
平
戸
市
内
に
住
民
登
録
の

　
　

あ
る
人

　

②
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在

　
　

に
お
い
て
13
歳
以
上
の
人

　

③
各
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

　
　

受
け
有
効
期
限
が
切
れ
て
い

　
　

な
い
人

　

※
知
的
・
精
神
の
障
が
い
の
場

　
　

合
は
、
そ
の
取
得
の
対
象
に

　
　

準
ず
る
障
が
い
の
あ
る
人
も

　
　

含
み
ま
す
。

○
申
込
方
法　

福
祉
課
障
害
福

　

祉
班
ま
た
は
各
支
所
・
出
張

　

所
の
窓
口
に
備
え
付
け
の「
参

　

加
申
込
書
」に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
募
集
締
切　

２
月
18
日（
火
）

◎
問　

福
祉
課
障
害
福
祉
班

　
（
☎
22-

９
１
３
０
）

　
　

連
絡
所
の
窓
口
へ
提
出

　

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ　

22-

４
４
２
１

　

▼
郵
便
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班

　
（
☎
22-

９
１
３
７
）

　

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
通
じ
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

積
極
的
な
社
会
参
加
と
生
活
の

質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

全
国
大
会
の
県
予
選
を
兼
ね

て
い
ま
す
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

５
月
25
日（
日
）

○
と
こ
ろ　

県
立
総
合
運
動
公

　

園
陸
上
競
技
場（
ト
ラ
ン
ス
コ

　

ス
モ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
長
崎
）ほ

　

か
長
崎
・
諫
早
・
大
村
市
内

○
競
技
種
目　
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上
・
フ
ラ
イ
ン

　

グ
デ
ィ
ス
ク
・
ボ
ッ
チ
ャ
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ニ
カ
ー
ル
・
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ー
チ
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第
３
期
平
戸
市
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子

育
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案
を
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す
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メ
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実
施
し
ま
す
。

○
名　

称　

平
戸
市
子
ど
も
・

　

子
育
て
支
援
事
業
計
画（
素
案
）

○
概　

要　

子
ど
も
・
子
育
て

　

支
援
法
に
基
づ
き
、
幼
児
期

　

に
お
け
る
保
育
や
学
校
教
育
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地
域
の
子
育
て
支
援
の
量
の
拡

　

充
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質
の
向
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を
図
る
な
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総

　

合
的
に
推
進
す
る
た
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に
策
定

　

す
る
計
画（
計
画
期
間
令
和
７

　

年
度
〜
令
和
11
年
度
）で
す
。

○
募
集
期
限　

２
月
28
日（
金
）

○
閲
覧
方
法　

平
戸
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
、
こ
ど
も
未
来
課
子
育

　

て
支
援
班
、
各
支
所
・
出
張

　

所
、
連
絡
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
提
出
方
法　

　

▼
こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支

　
　

援
班
、
各
支
所
・
出
張
所
、

第
25
回
長
崎
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者

募
　
　
集

第
３
期
平
戸
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画

○
と　

き　

２
月
22
日（
土
）・

　

23
日（
日
・
祝
）午
前
９
時
〜

　

午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化
施
設

○
内　

容　

椿
が
テ
ー
マ
の
展
示
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生
け
花
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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接
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木
講
習
会
、
う
ど
ん
販
売
、

　

物
産
販
売
な
ど

〇
主　

催　

田
平
つ
ば
き
物
産

　

展
実
行
委
員
会

◎
問　

田
平
支
所
地
域
振
興
課

　
（
☎
22-

９
２
１
０
）
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所
有
者
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象
に

講
習
会
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開
催
し
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す
の
で
、
免

　

次
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お
り
、
椿
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が
開
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す
。

第
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回
椿
ま
つ
り

○
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き　

２
月
15
日（
土
）・

　

16
日（
日
）

○
と
こ
ろ　

未
来
創
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館

酒
蔵
で
椿
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刺
し
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の
世
界
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２
月
22
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23
日（
日
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祝
）

○
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こ
ろ　

森
酒
造
場
・
明
治
蔵

椿
展
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唐
津
焼
作
陶
展

○
と　

き　

２
月
22
日（
土
）・

　

23
日（
日
・
祝
）

○
と
こ
ろ　

登
録
文
化
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・
大

　

曲
家（
下
大
垣
）

◎
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Ｔ
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Ｒ
Ａ
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大
曲
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）
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を
開
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し
ま
す
。

椿
展
の
開
催

お
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ら
せ

状
の
有
効
期
限
を
ご
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の
上
、

お
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込
み
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

３
月
11
日（
火
）午

　

前
９
時
30
分
〜（
午
前
９
時
受

　

付
開
始
）

○
と
こ
ろ　

生
月
船
員
福
祉
会

　

館
２
階
大
広
間

○
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容　

更
新
講
習（
有
効
期

　

間
令
和
８
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３
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11
日
ま
で

　

の
人
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再
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習
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再
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に
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る
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書
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真
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※
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。
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す
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料
）　

○
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期
限　

３
月
７
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金
）
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で
お
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込
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だ
さ
い
。
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５
）
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う
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す
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第
７
回
講
義
を
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り
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。
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８
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○
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○
講　
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光　

氏

○
受
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入
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２
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の
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間
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０
０
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。
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２
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４
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第
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ど
市
民
大
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第
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回

講
義
を
開
催

詳しくはこちら▼
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Hirado  InformationHirado  Information

　「平戸産あご」をイメージするキャラクターを募集し、応募受付件
数692件の中から、日本アニメ・マンガ専門学校（新潟市）２年生の
田中 睦菜さんがデザインした「とびまる」が採用されました。
　とびまるは今後、平戸産あごをPRするために市内外の各種イベン
トなどに参加予定です。
　とびまるの今後の活躍をご期待ください！

とびまるプロフィール

平戸あごキャラクター「とびまる」誕生！～平戸のあご文化を全国へ～

問 商工物産課物産振興班（☎22-9142）

○誕生日　３月７日（10歳）
○好きな食べ物　平戸牛A5ランク
○趣　味　浜辺で日向ぼっこ
○好きな遊び　縄跳び

○性　別　男の子
○性　格　元気がよく活発
○特　技　走り幅跳び
○友　達　シイラ

○将来の夢　 平戸のあご文化を全国に広めること

令和６年度健やか親子21全国大会

　生月地区の母子保健推進員や在宅保育士として、
長きにわたり平戸市の母子保健事業に積極的に協
力し、子育て家庭の相談対応や支援が必要な親子
への専門的な助言などを行い、地域の母子保健の
推進に貢献されました。

問 こども未来課母子保健班　☎22-91３６

一般社団法人日本家族計画協会会長表彰

石丸　至子 さん
（生月町）

　度島地区の母子保健推進員として、長きにわた
り平戸市の母子保健事業に積極的に協力し、母子
相談や赤ちゃん訪問などを通して身近な相談者と
して寄り添い、地域の母子保健の推進に貢献され
ました。

公益社団法人母子保健推進会議会長表彰

川村　たまき さん
（田平町） 　
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④
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。
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延長・休日窓口

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

○２月13日（木）11：00～ 16：00
　平戸文化センター

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

税務課総務徴収班　☎22-9115問

○２月14日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センター
○２月28日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センター

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

■延長窓口
　○実施日　毎週木曜日（平日のみ）
　○延長時間　17：15～ 19：00
　　※必ず当日午後5時までにご予約ください。
　○開設場所　平戸市役所１階③番窓口
　○内　容　マイナンバーカード、各種証明
　　書の交付(住民票の写し、戸籍謄（抄）本、  
　　印鑑登録および印鑑証明書）　
　　※証明の種類によっては、委任状が必要
　　　になる場合があります。

　

○２月21日（金）10：00～ 17：00
　田平町民センター

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）

■固定資産税　　　　　　第４期
■国民健康保険税　　　　第９期
■介護保険料　　　　　　第９期
■後期高齢者医療保険料　第８期
※口座振替日　　　　　　２月27日（木）
　この日に振替ができなかった場合は、３月12日（水）に再
　振替します。

市税の納期限【２月28日（金）】

Hirado  InformationNecessary Information

各種相談

　○と　き　２月23日（日・祝）8：30～17：00
　○ところ　平戸市役所１階③番窓口
　　※21日（金）午後５時までにご予約ください。
　○内　容　マイナンバーカードの交付申請お
　　よび交付（各種証明書の交付はできません
　　ので、ご注意ください）

■休日のマイナンバーカード交付窓口

■受入日　２月11日（火・祝）・24日（月・祝）
■受入時間　9：00～ 12：00・13：00～ 16：00
　※12：00～ 13：00は受け入れできません。
■ところ　北松北部クリーンセンター
※指定袋入りでの搬入も手数料がかかります。

休日の一般ごみ受け入れ

市民課生活環境班　☎22-9121問 市民課戸籍住民班　☎22-9123問

■年金相談（完全予約制）
○２月４日（火）10：00～ 15：00　
　平戸市役所本庁３階会議室
○２月18日（火）10：30～ 15：00　
　舘浦出張所

健康ほけん課国保年金班　☎22-9124問

佐世保年金事務所（☎0956-34-1189 ）へ前日
までにご予約ください（予約受付時間平日 ９：00
～17：00）※翌月以降の予約も受付けています。

○２月５日（水）13：00～ 15：00
　ふれあいセンター（中部地区）
○２月26日（水）13：00～ 15：00
　生月支所（生月地区）

■消費生活巡回相談・定例行政相談

市民課消費生活センター　☎22-9122問

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

○２月12日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所３階小会議室

■個別創業相談会（事前予約している人を優先）

　平戸市では、観光施設などの公の施設（公共施設）の管理について「指定管理者制度」を導入しています。
　次の６施設について、令和７年４月からの指定管理者が決定しましたのでお知らせします。

指定管理者の決定 問 総務課行政班　☎22-9100

　災害発生時の避難所運営を手助けできる若年人
材の育成のため、１月12日に平戸小学校体育館で、
市内外の高校生を対象に避難所実地訓練が行われ
ました。
　避難所で使用するため平戸市が備蓄している発
泡スチロールベッド、簡易トイレ、パーティション
（トイレ用、間仕切り用）を協力して組み立てました。
　また、高齢者や妊婦、傷病者、子どもなどさま
ざまな避難者を想定した受付、動線確保、資機材
配置、避難誘導を実践しました。
　これまでの防災講話、炊き出し訓練および災害
時対応学習、避難所運営訓練（HUG）を含め、４
回全てのプログラムを受講した生徒34人に修了証
が授与されました。

災害ボランティア若年人材育成プログラム事業 問 総務課危機管理班　☎22-9101

▲簡易トイレの設置訓練

▲避難者受付訓練

▲パーティション設置訓練

▲アイスブレイキング（防災かるた）

令和７年度に更新する公の施設指定管理者一覧

施設名称 指定管理者 所管課

平戸市平戸オランダ商館1639年築造倉庫 公益財団法人　松浦史料博物館 文化交流課

生月町御崎コミュニティセンター 御崎地区自治会 生涯学習課

生月町元触地域交流センター 元触地区自治会 生涯学習課

平戸城 平戸城ＪＶ 観光課

特定非営利活動法人
度島地区まちづくり運営協議会

平戸市鄭成功記念館 平戸市鄭成功記念館運営委員会 観光課

度島交流会館 生涯学習課
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　親子観戦招待事業として、平戸市内の小中学生と
保護者95人が、10月14日に開業したばかりのハ
ピネスアリーナで、長崎ヴェルカ対横浜ビー・コル
セア―スとの公式戦を観戦しました。
　プロ選手のプレーを大迫力で観戦でき、親子で長
崎ヴェルカを応援しました。また、スタジアム見学
ツアーでは、通常入ることができないコート内や貴
賓室なども見学しました。
　参加した子どもたちは「また来たい」、「将来はバ
スケットボール選手になりたい」と話しました。

親子で地元チームを応援！３１
４ オランダ式で新年を祝う

　元日の千里ケ浜海水浴場で、「オランダ式新年ダ
イブ」が行われました。元日に海に入り健康を願い
新年を祝うオランダの文化を日本に紹介したいと、
令和４年に始まったこのイベントも、今回で４回目。
　今年も、昨年に引き続きオランダ人国際交流員の
ジョセフィネ・スミットさんが呼びかけ、市内外か
ら22人が参加。水着にニット帽姿で、寒空の下、
海に駆け込みました。海から上がった参加者は、オ
ランダ伝統のエンドウ豆のスープで冷えた体を温め
ました。

　ふれあいセンターで永田記念図書館クリスマスお
たのしみ会が開催され、東和愛児園・中津良保育
所・堤保育園・小鳩こども園・津吉保育所の園児な
ど89人が参加しました。
　おたのしみ会では、サンタさんの手品やプレゼン
ト、パネルシアター、○×クイズなどが行われました。
　また、市内をメインに活動しているバンド「るぴ
なすプラス」の皆さんの演奏に合わせて、たきびや、
こぎつね、あわてんぼうのサンタクロースなどを子
どもたちと一緒に歌いました。

図書館で楽しいクリスマス

　長崎OMURA室内合奏団クリスマスコンサート
㏌カトリック宝亀教会が開催され、約80人が参加
しました。
　小林利美さん（フルート）、前田純美加さん（ヴァ
イオリン）、池田文子さん（ヴィオラ）、下田直子さ
ん（チェロ）がモーツァルトのフルート四重奏曲第３
番ハ長調第１楽章や、いい日旅立ち、クリスマス・
メドレーなどを演奏し、イルミネーションで飾り付
けられたクリスマスの宝亀教会で美しい音色を楽し
みました。

宝亀教会に響く美しい音色
12
21

１
１

　12月に開催された「カステライエローイマーシ
ブ」の締めくくりイベントとして、松浦鉄道の車内
で、沿線の酒蔵の地酒と日本全国のカステラを堪能
できる「カステラ列車」が１日限定で運行されました。
　車窓から玄界灘を望みつつ伊万里駅からたびら平
戸口駅までを結ぶ列車に、市内外から11人が乗車。
　参加した皆さんは、「ヨーグルト味にチーズ味…
どのカステラもとてもおいしい」「学生時代に乗って
いた思い出に浸りながら楽しみました」と、甘味と
列車の旅を満喫していました。

　平戸文化センター自主事業「X'masダンスフェス」
が開催され、約600人が集まりました。
　市内外で活躍中の「STUDIO SHINE」、「大塚ヘル
シーサークル」、「M’sバレエ＆フラメンコクラス」
の3つのグループ総勢150人が熱いダンスを披露し、
応援に駆け付けた家族連れなど多くの人で会場は盛
り上がりました。
　また、12月28日には「おもちde感謝祭」も開催
され、もちつき体験、ビンゴ大会、もちまきなどが
行われました。

カステラと地酒を味わう列車旅 ダンスを超えたX’masの祭典

　平戸文化センターで「令和７年平戸市消防出初式」
が開催されました。
　式典前には、消防職員や消防団員など約670人が、
ラッパ隊の演奏に合わせて文化センター前を分列行
進。式典では、退職消防団員への消防庁長官表彰伝
達など功労者への表彰が行われた後、火災や大規模
災害などへ備えるよう訓示が伝えられました。
　式典終了後には、平戸港への一斉放水を実施。黒
田市長や辻団長などによる服装点検のほか、消防車
での車両パレードで火の用心を呼びかけました。

　「第10回キャプテン翼CUPかつしか2025」に比
良戸FCとして平戸市内から選抜された小学生16人
が出場しました。出場に当たって比良戸FCは12月
24日に平戸市役所を訪れ黒田市長に大会への意気
込みを語りました。この大会には、漫画「キャプテ
ン翼」ゆかりの地などから全16チームが結集。比良
戸FCは、１回戦、２回戦を勝利し準決勝に進出。
決勝をかけた試合は前回優勝の清水FCに0-1で敗
れ、３位決定戦では0-0でPK戦に惜敗。これまで
出場した中で最高順位の４位の成績を収めました。

守る決意の「放水はじめ！」３１
５

１ 11
～ 12 キャプテン翼の舞台で大活躍

12
19

12
28

12
25
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平本 空 くん
R２.２.14  ５歳（田平町）

ひらもと　 そら

三德屋 朱莉 ちゃん
R４.２.14　３歳（田平町）

さんとくや　　  あかり いのもと　　 うい

井元 羽衣 ちゃん
R４.２.１　３歳（岩の上町）

vol.153
２月生まれの皆さん

よしだ　　りく

吉田 睦 くん
R６.２.７　１歳（田平町）

松下  大和 くん
R５.２.15　２歳（崎方町）

まつした       やまと まうら　　らん

真浦 蘭 ちゃん
R５.２.14　２歳（田平町）

加藤 暖大 くんR６.２.22　１歳（紐差町）

かとう　　　だん やまぐち　 せいらん

山口 青蘭 くん
R３.２.２　４歳（田平町）

ばば　     さくや

馬場 咲弥 くん
R３.２.23　４歳（田平町）

木村 結葵 ちゃん
R６.２.５　１歳（田平町）

きむら　　   ゆあ

あさかわ　   しき

浅川 詩稀 くん
R６.２.17　１歳（岩の上町）

もりやま　　しおり

森山 詩織 ちゃんR５.２.22　２歳（田平町）

みょうが　　 るる　　

明賀 琉月 ちゃん
H31.２.７　６歳（岩の上町）

明賀 碧大 くん
R３.２.12　４歳（岩の上町）

みょうが　　 あお

●投稿方法　①事前に右下の二次元コードから「平戸市公式LINE」を友だち追加してください。
　　　　　　②友だち追加後、再度、右下のニ次元コードを読み込み「アンケートに回答する」
　　　　　　　 から、質問事項に回答してください。
●申込期間　２月１日（土）～２月10日（月）まで　●募集人数　18人（先着順）
※応募者多数の場合、令和７年３月号に掲載されていない人を優先します。
※ズームしすぎた写真は、枠に入らないためご注意ください。
※LINE設定から「送信する写真の画質」を「高画質」に変更し、送信してください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

　３月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコーナーでは、小学校入学前
の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に限ります）

３月
生まれ
募集中

いわさき    たいせい

岩﨑 大晟 くんR６.２.13　１歳（田平町）
山内 萌花 ちゃん

H31.２.27　６歳（戸石川町）

やまうち　    もか

今年もさらなる飛躍を！ 寒空のもと海で鍛錬

おおうら　　ひかり

大浦 光織 ちゃん
R５.２.13　２歳（田平町）

永田 彩乃 ちゃんR２.２.25　５歳（田平町）

ながた　　あやの

　１月10日に平戸文化セン
ターで令和７年新年祝賀交歓
会（平戸市・平戸商工会議所共
催）が開催されました。観光商
工業、農林水産業、建設業関
連の事業者や市民など250人
が出席し、今年の抱負を語り
合いながら平戸のさらなる飛
躍を誓いました。

　１月12日、国際空手道「維
新館」の平戸・津吉・松浦・佐
世保の門下生たちが、平戸大
橋公園で寒中稽古に臨みまし
た。「寒かったけど身が引き締
まる」「全国大会へ出場したい」
と気合いを入れた参加者には、
未来創造館で温かい豚汁が振
る舞われました。

おくやみ

うぶ声
＆

問 市民課戸籍住民班
☎22-9123
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